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(2) 波長 1μm レーザ一光を用いた実験により球状ターゲットにおけるアプレーション圧力の特性を求
め，流体力学的効率の比例則を明らかにし，単純な力学モデルとの一致を検討している。
(3) 初めて o. 5μm レーザ一光を用いた圧縮実験を行ない， 1μm レーザ一光による実験と比較し，そ
の結果短波長化により共鳴吸収が減少し，それにともなう高速電子の発生が抑えられること，古典吸
収が増大し，高い吸収が得られる乙とを観測し，その結果，熱流束の低下にもかかわらず，一様な吸
収分布が実現していることや臨界密度の上昇により高いアプレーション圧力が得られている乙とを見
出している。
(4) キャノンボールターゲットの爆縮実験において，通常のガラスマイクロパノレーンターゲットより高
いエネノレギ一変換率が得られることを示し，その原因として高い吸収率と照射，圧縮の均一性を上げ
ている。
以上のように本論文は，レーザーアプレーション及びターゲ、ット爆縮の実験を通じて爆縮条件の最適
化を行ない，圧縮の向上をはかる上で重要な種々の知見を提供したもので，レーザー核融合研究に貢献
すると乙ろが大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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